
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
代

表
者
会
議
が
６
月
25
日
に
開

催
さ
れ
た
。
会
議
に
は
、
今

年
度
の
役
員
や
各
サ
ー
ク
ル
、

同
窓
会
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局

の
代
表
者
な
ど
が
集
ま
り
、

10
月
10
日
（
土
）
と
11
日

（
日
）
の
両
日
に
催
さ
れ
る

第
９
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
に
つ

い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
詳
細

な
取
り
決
め
は
未
だ
未
定
だ

が
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
俳

句
・
川
柳
の
投
句
に
関
し
て
、

募
集
期
間
を
９
月
１
日
か
ら

10
月
９
日
ま
で
の
１
か
月
以

上
と
し
た
。
ま
た
従
来
、
フ
ェ

ス
タ
賛
助
券
購
入
者
の
み
が

投
句
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ

た
が
、
今
回
は
、
賛
助
券
購

入
を
条
件
に
は
し
な
い
と
変

更
し
た
。

一
方
、
投
句
の
受
付
に
つ

い
て
は
、
学
習
セ
ン
タ
ー
10

階
の
事
務
所
付
近
に
投
句
箱

を
設
け
る
ほ
か
、
篠
田
副
代

表
の
自
宅
メ
ー
ル
で
も
可
能

と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一

層
多
数
の
投
句
が
見
込
ま
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

個
人
作
品
展
示
や
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
、
懇
親

会
パ
ー
テ
ィ
、
バ
ザ
ー
な
ど

に
つ
い
て
の
詳
細
な
日
程
は
、

次
回
以
降
の
役
員
会
に
委
ね

ら
れ
た
。

恒
例
の
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
公

開
講
演
会
は
、
10
日
の
土
曜

日
に
行
わ
れ
る
。
講
演
者
は

小
寺
山
亘
放
送
大
学
副
学
長
。

題
目
は
「
地
球
温
暖
化
と
海

洋
」
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
と
大
き
く
変
わ
る
点

は
、
11
日
の
日
曜
日
・
懇
親

会
パ
ー
テ
ィ
の
会
場
で
行
わ

れ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
ジ
ャ
ズ
・
ラ

イ
ヴ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

７
月
24
日
（
金
）
～
８
月

２
日
（
日
）
ま
で
単
位
認
定

試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
試
験

時
間
を
確
認
し
、
時
間
に
遅

れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
７
月
31
日
（
金
）
、

８
月
４
日
（
火
）
、
５
日

（
水
）
は
臨
時
閉
所
と
な
り

ま
す
。
ご
注
意
願
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
第
２
学
期
の

科
目
登
録
期
間
は
、
郵
送
に

よ
る
場
合
は
平
成
27
年
８
月

15
日
（
土
）
か
ら
８
月
30
日

（
日
）
大
学
本
部
必
着
で
す
。

シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
に
よ

る
場
合
は
、
８
月
31
日
（
月
）

24
時
ま
で
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
登
録
は
、
期
間

内
で
あ
れ
ば
申
請
内
容
を
変

更
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
す

べ
て
の
科
目
の
登
録
を
削
除

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

左
記
日
程
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
（
学
習
相
談
を
含
む
）

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝

７
月
19
日
（
日
）
14
時
～

８
月
８
日
（
土
）
14
時
～

内
容
＝
大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体
験

談
、
施
設
見
学
、
個
別
相
談

な
ど埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
公
開
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
＝

７
月
19
日
（
日
）
14
時
半

演
題
＝
「
音
楽
作
品
に
お
け

る
感
情
描
写
を
め
ぐ
っ
て
」

講
師
＝
松
本

學

（
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
評
論
家
）

場
所
＝
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

８
階
講
堂

日
程
＝
10
月
15
日
（
木
）

研
修
先
＝
山
梨
県
立
美
術
館
、

山
梨
県
立
リ
ニ
ア
見
学
セ

ン
タ
ー

申
込
み
方
法
＝
詳
細
は
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
掲

示
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
。

平
成
27
年
度
第
２
学
期
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
願
は
第
1
回
が
８
月
31

日
（
月
）
、
第
２
回
が
９
月

20
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
放
送
大

学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

が
お
り
ま
し
た
ら
、
是
非
、

ご
紹
介
下
さ
い
。
紹
介
さ
れ

た
方
が
入
学
し
た
場
合
、
薄

謝
を
進
呈
し
ま
す
。

教
務
係
長

菅
原
雅
人

新
教
務
係
長

山
口
德
晃

第３９号 学 生 新 聞 平成２７年７月１７日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

第９回埼玉フェスタの詳細は未定
10日の公開講演会は小寺山副学長

懇親会会場でジャズ･ライヴを開催

投句の募集は9月1日から開始

「
定
期
演
奏
会
」

笹
原
誠
二

5
月
3
日
の
「
文

化
の
日
」
、
さ
い
た

ま
市
の
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
で
の
埼
玉

大
学
管
弦
楽
団
の
定

期
演
奏
会
へ
久
し
ぶ
り
に
出

か
け
た
。
昨
年
は
面
接
授
業

と
予
定
が
重
な
っ
た
の
で
、

残
念
な
が
ら
欠
席
し
た
。

放
送
大
学
に
平
成
14
年
に

入
学
し
て
以
来
、
実
に
十
数

回
、
毎
年
こ
の
演
奏
会
に
出

席
し
て
い
る
。
埼
玉
大
学
以

外
の
大
学
や
春
日
部
吹
奏
楽

団
の
定
期
演
奏
会
に
も
、
こ

れ
ら
の
楽
団
か
ら
の
招
待
状

を
手
に
毎
年
、
セ
ミ
ク
ラ
シ
ッ

ク
も
し
く
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

曲
の
演
奏
会
を
選
ん
で
、
妻

と
一
緒
に
い
そ
い
そ
と
出
か

け
て
い
る
。

埼
玉
大
学
の
今
年
の
演
奏

曲
は
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の

「
新
世
界
」
と
ビ
ゼ
ー
の

「
ア
ル
ル
の
女
」
第
2
組
曲

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
曲
は

何
度
か
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

名
曲
な
の
で
関
心
も
高
く
最

後
ま
で
耳
を
澄
ま
し
て
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
演
奏
会
の
魅

力
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
で
の
演

奏
と
違
っ
て
、
演
奏
し
て
い

る
楽
員
の
一
糸
乱
れ
ぬ
演
奏

と
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
生
演
奏

を
「
直
接
目
で
見
て
、
耳
で

聴
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。

Ｎ
響
を
は
じ
め
と
す
る
プ

ロ
集
団
の
演
奏
は
余
裕
が
あ
っ

て
、
確
か
に
息
を
呑
む
ほ
ど

の
名
演
奏
で
あ
る
が
、
咳
を

我
慢
し
な
が
ら
の
演
奏
会
で
、

何
と
な
く
肩
の
こ
る
よ
う
な

感
じ
が
す
る
。
そ
の
点
大
学

生
や
市
民
団
体
の
演
奏
は
時

と
し
て
音
色
が
外
れ
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
真
剣
に
指
揮

者
の
タ
ク
ト
に
注
目
し
て
、

練
習
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く

一
生
懸
命
演
奏
し
て
い
る
そ

の
姿
に
私
は
な
ぜ
か
感
動
を

覚
え
る
の
で
あ
る
。

学生手帳

１．渋谷氏と「宗教」との関係
① Why Mr.Shibuya prefers

“Dougen道元”to“Shinran親鸞”

道元と親鸞をピッチャーに例える。

どちらも防御率0.01で勝利数や他の成

績にも甲乙はない。二人とも狙って三

振をとれる名投手であるが、前者は直

球を、後者は変化球を決め球とする。

カーブによる見逃し三振よりも速球に

よる空振り三振の方が、野球らしい。

（蛇足：前者のカーブも後者の直球も

一流でなければ三振は取れない。）

②「総合人間学」＝

“The summit of Mt.Fuji”

甲斐でも駿河でも山頂に行き着く。

理科系学問も文化系学問も高みに上る

ほど両者は接近する。「数学という言

葉」で学んでいくと、数字では語りき

れないことにぶつかる。だから背理法

という証明形式が存在する。「言語と

いう言葉」で学んでいくと、その曖昧

さに苛立ちを覚える。ボクシングのグ

ローブをはめて刺繍をしているような

気分になる。だから、言葉と平行して

数式で考えるようになる。

「山頂」とは「分かる」ということ

である。日本一高い所に到達しても、

まだ上がある。山頂に立つ人の肩の上

に乗ればもっと見渡せる。総合人間学

とは、こうした行為であると私は考え

る。

③ 円なのか楕円なのか？＝

A circle or an oval?

どの宗教とも等距離の関係にあると

いう立場は、円が中心点から等距離の

点の集合であることを連想させた。楕

円は、二つの中心点からの距離の合計

が等しい点の集合である。無神論とい

う立場が本当に成り立つのかという疑

問がある。自分自身の気づかないもう

一つの中心点が存在し、等距離ではあ

るが真円ではなく微妙に楕円になって

いるのではないか。

２.サロン参加者に係る｢傾向と対策」
サロンを司る人が“対話がルールで

ある”と規定したので、朱色の参考書

にならい参加者の「傾向と対策」に着

目し、「傾向」を次の三つに分類した。

①自分に対し理屈付けをしたい人

②自分に対し善良でありたい人

③自分に対し漠然とした迷いを持っ

ている人 （①～③の重複もあり）

＊三者の共通基盤：スッキリさせたい

曖昧をなくしたいという思いが強い。

次に「対策」であるが、ルールが対

話である以上“忍耐”に尽きる。人と

人が対話をするということは“test

one's patience”「苛立たせる」と同

義である。人が自分の意見を言う目的

は「自分の正しさを相手に認めさせる」

ためである。他人の意見を聞いている

時間は、厚生年金の加入期間を満たす

のと同じで、自分が意見を言う権利を

得るためである。（蛇足：自分の意見

以上にもっともな意見は、どうしても

聞く気になれない。）

サロンを司る人は一人一人の動機発

表に丁寧にコメントを加えた。これは、

このサロンのスタンダードを具体的に

提示することにより、参加者自身の堪

忍袋の緒の調整を促す。「このスタン

ダードから余りに逸脱する人は、回が

進むごとに逸脱しますよ」という警告

である。ともかく、サロンというサイ

クロンが洋上に発生した。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

事
務
室
職
員
の
交
代

「世界の多様な宗教思想を学ぶ」

サロンしぶや第１回 矢野俊博

７
月
の
単
位
認
定
試
験

実
施
は
24
日
か
ら

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

公
開
講
演
会
を
開
催

第9回埼玉ﾌｪｽﾀ Special Project
10月11日(日)埼玉学習センター8F講堂
SA･TO･MI & Her Friends JAZZ LIVE

演奏曲目：
★ Ａ列車で行こう
★ マック･ザ･ナイフ
★ テイク･ファイヴ ほか

第
２
学
期
の
科
目
登
録

８
月
30
日
本
部
必
着

平
成
27
年
度
第
２
学
期

学
生
募
集
の
開
始
時
期

学
生
研
修
旅
行

今
年
は
山
梨
県
へ

第
一
回
は
5
月
21
日
開
催
、

所
長
の
「
世
界
の
多
様
な
宗

教
に
つ
い
て
」
の
講
義
に
続

い
て
「
宗
教
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
」
と

の
問
い
に
対
し
て
の
参
加
者

の
熱
意
あ
る
発
言
で
、
時
間

が
足
り
な
く
な
っ
て
半
数
を

残
し
て
終
了
。
配
布
資
料

『
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
』
の
イ

エ
ス
の
言
葉
「
あ
な
た
が
た

の
う
ち
で
罪
の
な
い
者
が
、

最
初
に
彼
女
に
石
を
投
げ
な

さ
い
。
」
の
答
え
は
、
シ
リ
ー

ズ
を
受
講
後
に
見
つ
か
る
事

を
期
待
。
参
加
者
67
名

第
二
回
は
6
月
24
日
開
催
、

当
日
は
サ
ー
ク
ル
の
勉
強
会

と
重
な
っ
た
せ
い
か
、
32
名

の
参
加
。
「
宗
教
・
信
仰
に

つ
い
て
考
え
」
を
前
回
の
未

発
言
者
が
発
表
。
渋
谷
所
長

の
「
有
限
の
中
で
満
ち
た
り

て
い
な
い
―
だ
か
ら
宗
教
」
、

「
宗
教
が
人
間
を
造
っ
た
」

が
、
今
回
の
学
習
の
ポ
イ
ン

ト
と
感
じ
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

７
月･

８
月
に
開
催

サ
ロ
ン
し
ぶ
や

「
世
界
の
多
様
な

宗
教
思
想
を
学
ぶ
」

岡
里
順
子



★
８
月
22
日
（
土
）

総
会
＝
後
期
活
動
計
画

作
成

13
時
集
合

場
所
＝
８
階
講
義
室

★
９
月
２
日
（
水
）

・
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

鑑
賞

10
時
集
合

場
所
＝
東
京
文
化
会
館

・
ボ
ル
ド
ー
展

13
時
～

国
立
西
洋
美
術
館

★
８
月
７
日
（
金
）
、
26
日

（
水
）
、
28
日
（
金
）

い
ず
れ
も
10
時
～
17
時

★
８
月
19
日
（
水
）

10
時
～
12
時

★
８
月
11
日

火
曜
日

13
時
～

★
古
文
書
特
別
公
開
勉
強
会

日
程
＝
８
月
29
日
（
土
）

場
所
＝
８
階
講
堂

時
間
＝
13
時
半
～
15
時
半

募
集
人
数
＝
100
人

（
申
し
込
み
順
）

題
目
＝
「
決
戦
!?
関
ケ
原

合
戦
」

講
師
＝
堀

新

（
共
立
女
子
大
学
教
授
）

申
込
先
＝
篠
田
安
彦

★
８
月
11
日
（
火
）

「
福
島
第
一
原
発

現
状
と
廃
炉
へ
の
道
筋
」

★
９
月
８
日
（
火
）

「
さ
い
た
ま
市
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

★
８
月
20
日
（
木
）

青
春
18
切
符
の
旅

「
高
原
列
車
で
行
く

北
八
ヶ
岳
と
松
原
湖
」

★
８
月
18
日
、
25
日

場
所
＝
８
階
講
堂

時
間
＝
10
時
半
～
12
時

★
８
月
８
日
（
土
）

講
演
＝
川
島
絹
江

「
物
語
の
主
人
公
は
い
か

に
作
ら
れ
た
か
」

時
間
＝
14
時
半
～
16
時
半

★
９
月
５
日
（
土
）

講
演
＝
岩
本
裕
子

「
ア
メ
リ
カ
映
画
か
ら
考

え
る
家
族
と
人
間
関
係
」

時
間
＝
14
時
～
16
時

＊
場
所
は
い
ず
れ
も
講
堂

★
８
月
は
毎
週
水
曜
日

時
間
＝
定
例
時
間

梅
雨
明
け
間
近
を
思
わ
せ

る
猛
暑
の
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

猛
暑
や
台
風
、
大
雨
に
悩
ま

さ
れ
な
が
ら
も
、
試
験
勉
強

に
汗
を
か
い
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
。
思
う
存
分
力
を
尽

く
し
て
、
楽
し
い
夏
休
み
を

迎
え
て
く
だ
さ
い
。
（
冬
）

第３９号 学 生 新 聞 平成２７年７月１７日2

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

姫路城は、現在に残る１７世紀初頭の日本式城郭建築

としては最も美しい例の一つである。城内には、高度に

発達した防御方法と、城郭防衛について戦国時代初期の

独創的な工夫がみられる８２棟の建造物がある、このう

ち８棟が国宝、７４棟が重要文化財に指定されている。

さらに白漆喰と総塗籠の外壁、城郭の中心となる多層の

櫓の姿から「白鷺城」とも呼ばれる優美な外見は、木造

建築物の最高傑作とされている。

城はきわめて保存状態が良く、往時の姿で残る建造物

が多いなか、それは一度も弓矢時代に戦禍を受けず、そ

の上、第２次世界大戦時の空襲時、天守閣へ焼夷弾が命

中したが不発弾だった幸運に恵まれた理由だけで無く、

１７世紀～２０世紀にかけて行われてきた修復作業の内

容が創建当時の技術・意匠を引き継いで実施されてきた

ことにも大きな要因がある。

１９３４年から１９６４年の昭和の大修理は国家事業

として行われ、戦争による中断もあったが、往時の姿に

近い状態に保つことに成功している｡なかでも１９５６年

から始まった大天守の修復作業は８年の歳月、延べ２５

万人が投入された｡

世界遺産修復の際、建造物や景観などが、それぞれの

文化的背景の独自性や伝統を継承していることが求めら

れ、これはヴェネツィア憲章による事とされている（真

正性）。しかしこれによりがたい場合は、近代的技術を

もちいることが許されている｡姫路城は、築城当初から礎

石が天守の重さのため傾いており【東に傾く姫路の城は､

花のお江戸が恋しいか】と謡われる程であった。昭和の

大修理にあたり、礎石が取り除かれ鉄筋コンクリート製

の基礎構築物に取り替えられた。

姫路城の前身は、日女道丘（ひめじおか）と呼ばれ姫

山に築かれた城郭であった。１５８１年羽柴（豊臣）秀

吉は当該地に毛利に対抗するため、三層の天守閣などを

築城した。１６００年関ヶ原の戦いの後、徳川家康は、

姫路城を西の要と位置づけ、池田輝政に姫路城を与えて

西国､大名の監視役とした｡現在の姫路城は、池田輝政が

秀吉時代の天守の跡地に９年をかけて築城し、１６０９

年に完成したものである。

姫路城の特徴として、城郭建築上砦としての価値と居

住建築の価値を併せ持つ｡居住建築として、池田氏に代わ

り城主となった本多忠正は長男とその妻千姫（二代将軍

徳川秀忠の長女）の住居のために西の丸を整備した｡砦と

しての設備で代表的なものは､巧みな縄張りに基づく建物

配置と複雑に屈折した曲輪（くるわ）である､通路には狭

く頑丈な門や櫓、石落（いしおとし）や狭間（さま）な

どの防御の仕掛けを設けてある。

これから、姫路城にまつわるエピソードを紹介する。

秀吉の天下取りの根城としての姫路城。１５８１年

（天正９年）姫路城を完成させた羽柴秀吉は、翌年､毛利

を撃つべく備中へ進撃し毛利勢と対峙中に、主君織田信

長が明智光秀の謀反のため死去したとの情報を得ると、

毛利勢と和解し、秀吉軍を姫路城へ集め、場内にあった

米や金銀をすべて兵たちに分かち与えると、再び進軍を

開始し、山崎の合戦で光秀を討ち､天下を大きく引き寄せ

たのである｡

薄幸の千姫。千姫は７歳の時。豊臣秀吉の息子秀頼と

政略結婚をさせられた｡大坂夏の陣、徳川家康と実の父徳

川秀忠は大阪城を攻略し、千姫は落城寸前の大阪城から

脱出。江戸への旅の途上、本多忠正の息子を見るなり恋

に落ち､父秀忠の許しを得て結婚し、翌年姫路城に移り住

んだ｡夫婦雛と噂されるほど仲の良い夫婦だったが､その

幸せは長くつづかず､長男は３歳で病死、夫は３１歳の若

さで亡くなった。千姫は江戸へ帰り、出家して天樹院と

なり静かに余生をおくった。姫路城で過ごした１０年が、

千姫の幸せな時間だったと考える。

世界遺産・姫路城
荒川良雄

囲
碁
専
科

紅
ほ
の
か
暮
ゆ
く
谷
戸
の
合
歓
の
花

安

代

蔓
の
先
さ
み
ど
り
な
せ
る
走
り
梅
雨

保

子

半
ズ
ボ
ン
浅
瀬
の
魚
の
跳
ね
返
る

と
く
江

若
鮎
の
影
の
速
さ
や
沈
下
橋

光

娥

父
の
忌
の
白
鉄
線
花
ふ
ゆ
る
ま
ゝ

十

詩

大
粒
の
青
梅
の
尻
微
光
あ
り

明

美

石
塀
の
色
濃
く
な
り
て
梅
雨
に
入
る

由

美

五
月
雨
や
山
一
つ
越
へ
日
本
海

規

子

暗
が
り
の
藪
蚊
の
羽
音
近
づ
き
ぬ

八
重
子

（
つ
み
草
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句

修
復
し
て
白
鷺
城
の
姿
を
取
り
戻
し
た

投稿コーナー

埼
玉
同
窓
会

中
山
道
17
号
線
の
北
浦
和
駅

近
く
の
交
差
点
信
号
機
に
は
、

「
二
度
栗
山
」
と
地
名
の
標
記

が
あ
る
。
何
故
、
こ
の
よ
う
な

地
名
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
疑
問
に
思
っ
て
、
調
べ
て

み
た
。

千
年
以
上
も
前
、
天
長
年
間

の
故
事
な
の
だ
そ
う
で
す
。

あ
る
秋
の
日
の
夕
方
、
破
れ

笠
を
か
ぶ
り
、
色
褪
せ
た
墨
染

め
の
衣
を
纏
っ
た
一
人
の
雲
水

が
、
杖
を
頼
り
に
武
蔵
野
の
与

野
の
里
へ
通
り
か
か
り
ま
し
た
。

「
や
れ
や
れ
、
疲
れ
も
う
し

た
。
喉
も
渇
い
た
し
、
腹
も
空

い
た
。
も
う
こ
れ
以
上
は
歩
か

れ
な
い
。
こ
こ
ら
で
暫
く
休
ん

で
い
こ
う
」
と
言
い
、
道
ば
た

の
石
に
腰
を
下
ろ
し
た
の
で
す
。

ふ
と
見
る
と
、
側
に
あ
る
栗
の

木
に
子
ど
も
が
登
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
栗
の
木
を
ユ
サ
ユ
サ

と
揺
さ
振
る
と
、
鳶
色
に
熟
し

た
栗
の
実
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち

て
き
ま
す
。
坊
さ
ん
は
そ
れ
を

見
て
、
栗
が
食
べ
た
く
な
り
ま

し
た
。

「
坊
や
！
」
と
声
を
か
け
て
、

栗
を
少
し
く
れ
な
い
か
と
言
う

と
、
子
ど
も
は
落
ち
た
栗
を
拾

い
集
め
て
差
し
出
し
ま

し
た
。
僧
は
合
掌
し
て

受
取
り
、
早
速
皮
を
剥

い
て
満
足
そ
う
に
食
べ

ま
し
た
。
「
お
坊
さ
ん
、

何
か
入
れ
物
を
お
出
し

よ
！
も
っ
と
採
っ
て
あ

げ
る
か
ら
」
「
い
や
、

も
う
沢
山
だ
。
坊
や
の

分
が
無
く
な
る
か
ら
な
」

「
遠
慮
し
な
い
で
い
い

よ
。
ほ
ら
見
て
！
栗
の

実
は
ま
だ
、
あ
ん
な
に

沢
山
な
っ
て
い
る
か
ら
」
。

子
ど
も
は
木
に
登
っ
て
ひ
と
し

き
り
枝
を
揺
さ
振
り
、
落
ち
た

栗
の
実
を
全
て
坊
さ
ん
に
差
し

出
し
た
の
で
し
た
。
坊
さ
ん
は

「
親
切
に
し
て
く
れ
た
ご
褒
美

に
、
こ
の
栗
の
木
に
毎
年
二
度
、

栗
が
実
る
よ
う
に
仏
様
に
お
願

い
し
て
進
ぜ
よ
う
」
と
言
う
と
、

栗
を
食
べ
て
元
気
を
取
り
戻
し

た
坊
さ
ん
は
、
数
珠
を
爪
繰
り

な
が
ら
一
心
に
経
を
唱
え
ま
し

た
。経

を
唱
え
終
わ
る
と
、
坊
さ

ん
は
「
我
は
、
困
っ
て
い
る
人

を
助
け
る
為
に
諸
国
を
巡
っ
て

い
る
空
海
で
あ
る
。
も
し
も
こ

の
先
、
何
か
願
い
事
が
生
じ
る

よ
う
な
事
あ
れ
ば
、
（
座
っ
て

い
た
石
座
を
指
し
示
し
て
）
こ

の
石
を
拝
ん
で
願
う
と
良
い
」

と
言
い
残
し
て
、
何
処
へ
と
も

な
く
立
ち
去
り
ま
し
た
。

子
ど
も
は
家
に
帰

り
、
空
海
と
い
う
お

坊
さ
ん
に
出
会
っ
た

話
を
す
る
と
、
「
何

だ
っ
て
！
空
海
と
い

う
お
坊
様
だ
っ
て
！
」

「
さ
て
も
、
偉
い
お

坊
様
が
い
ら
し
た
も
の
だ
」

「
さ
あ
さ
あ
早
く
行
っ
て
、
お

迎
え
を
せ
ね
ば
な
る
ま
い
」
と
、

家
中
の
者
が
手
分
け
し
て
、
あ

ち
ら
の
道
こ
ち
ら
の
道
と
探
し

ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
お
姿

を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
、

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
こ

の
栗
の
木
に
は
毎
年
二
度
、
栗

が
実
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
地
域
の
人
々
は
こ
の

地
を
「
二
度
栗
山
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
弘
法
大
師
が
座
っ
て
い

た
石
の
近
く
か
ら
は
、
そ
の
後
、

霊
泉
が
湧
き
出
し
た
と
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
霊
泉
は

「
御
加
持
水
」
と
呼
ば
れ
て
、

信
者
門
徒
か
ら
大
切
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

「
御
加
持
水
」
は
微
量
の
ラ

ジ
ュ
ウ
ム
を
含
ん
で
お
り
、
現

在
は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
二

度
栗
山
温
泉
で
使
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
「
二
度
栗
山
」
は
、

「
山
」
と
い
う
よ
り
、
６
ｍ
ほ

ど
の
丘
く
ら
い
の
高
さ
で
す
。

こ
の
場
所
に
は
縄
文
時
代
の
遺

跡
が
あ
り
、
弘
法
大
師
の
伝
承

が
あ
り
、
そ
し
て
、
過
去
に
は

温
泉
が
あ
っ
た
の
で
す
。
何
気

な
く
通
り
過
ぎ
て
い
た
場
所
が
、

そ
の
地
名
に
疑
問
を
感
じ
て
調

べ
て
み
た
だ
け
で
、
様
々
な

「
過
去
」
を
持
っ
て
い
る
事
が

分
か
っ
た
今
回
の
「
四
方
山
話
」

で
し
た
。

地
名
に
残
る
地
域
の
伝
承

与
野
の
伝
説

二
度
栗
山
の
伝
承

永
見
洋
介

江
戸
中
期
の
姫
路
城
内
郭

「
サ
ロ
ン
し
ぶ
や
」
14
時
～

④
８
月
27
日
（
木
）

親
鸞
思
想
の
秘
密

⑤
９
月
17
日
（
木
）

『
日
本
霊
異
記
』
の
世
界

⑥
10
月
22
日
（
木
）

『
新
約
聖
書
』
の
特
質

一
般
公
開
講
演
会
14
時
半
～

★
８
月
８
日
（
土
）

川
島
絹
江

（
放
送
大
学
客
員
教
授
）

「
物
語
の
主
人
公
は
い
か
に

作
ら
れ
る
か
―
『
源
氏
物

語
』
と
聖
徳
太
子
か
ら
―
」

★
９
月
５
日
（
土
）

岩
本
裕
子
（
浦
和
大
学

こ
ど
も
学
部
教
授
）

「
ア
メ
リ
カ
映
画
か
ら
考
え

る
家
族
・
人
間
関
係
」

単
位
認
定
試
験

・
７
月
24
日･

25
日
大
学
院

・
７
月
26
日
～
８
月
２
日

教
養
学
部

試
験
に
伴
う
臨
時
閉
所
日

・
７
月
31
日
（
金
）
、
８
月

４
日
（
火
）
、
５
日
（
水
）

試
験
に
と
も
な
う
図
書
・
放

送
教
材
貸
出
停
止
期
間

＊
セ
ン
タ
ー
蔵
書
の
図
書

・
７
月
10
日
（
金
）
～

試
験
終
了
ま
で

＊
放
送
教
材

・
７
月
17
日
（
金
）
～

試
験
終
了
ま
で

「
サ
ロ
ン
し
ぶ
や
」

今
後
の
予
定

一
般
公
開
講
演
会

事
務
室
か
ら
お
知
ら
せ

ラ
ル
ゴ
の
会


